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1 は じ め に
 Mayer1)はgold thio91ucoseを 投 与 した マ ウスで は,
視 床下部 の腹 内側 核(VMH)の 障害 に よ り肥 満 が発 症
す る ことを報 告 した。 先 きに吾 々2)・3)はgold thio・
glucose(GT)の 中毒 量をdd系 雄 マ ウスの腹 腔 内に投
与し て肥 満 を発 症 させ,肥 満 の経過 を追 って肝 と脂肪
組織 のinCubation実 験 及び生化学 的測 定 と臓 器 の組織
学 的検査 を行 ない,肥 満 の進行 に伴 い,肝 と副 睾丸 脂
肪 組織(副 睾脂)で はTGの 合成 とFFAの 生 成 及び動
員 が活発 とな り,特 に 糖 尿 を伴 った 肥満 マ ウスでは
inSUIinの 他 に, giUCagOnやCOrtiCOSterOneの 分 泌充
進を示 唆す る組織学 的所見 が得 られた こ と を 報 告 し
た。今 回は更 にGT肥 満 マ ウスの糖 及び脂 質代 謝異常
が,ホ ル モンの分泌 異常 と如何 なる関連性 を持 つかを
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明 らか にす る 目的で,副 腎 と膵 のincubation実 験,血
中のinsulinとcorticosteroneの測定,臓 器,特 に膵
ラ氏 島の組織学 的検査 を行な い,あ わ せ てGT肥 満 マ
ウスにみ られ る 三nsulin分 泌 の充進 と肝の糖 新生 の機
序 につい て も検 討 を加えた。
      実 験材料 及 び実 験方 法
 体 重159前 後 のdd系 雄iマ ウス の腹腔 内にGT(Sigma
社)の 中毒量(1mg/g体 重)を1回 注射 し,肥 満 を発
症 した ものを実 験 に用 いた。 飼 育方 法及 び肝 と副睾脂
の 三ncubation実 験は,前 回 の報告3)に 準 じた。但 し,
今 回は肝 と副 睾脂 のincubationを 行 な う前 に, KRB
buffer(pH7.4)に3mM glucoseと0。2%牛 血清 アル ブ
ミンを加 えた メジ ウム3ml中 で60分 間preincubationを
行 った。膵 のincubationは,3xnM glucoseと0.2%牛
血 清 アル ブ ミン を加 えた メジ ウム3ml中 で膵 切片を60
分間preincubateし た後,15mM glucoseを 加えた メジ
ウム3m1中 で30分 間incubateし て メジ ウム 中のinsulin
放 出量を測定 した。更 に又,arginine(1mg/ml)を添
加 した メジ ウム3ml中 で膵 切 片 を30分 間incubateし





11mM gl ucoseと 0.5%牛血清アノレブミ γを加えたメ
ジウム 3ml中で 90分間 incuhateして corticosterone
放出量を測定した。更に，副腎を30分間 incuhateし
た後， 5∞μM dhc AMPを添加して60分間 incuhate
し， cortlcosterone放出量を測定して副腎皮質予備能






血清リポ蛋白分画の測定は， cell ulose acetate膜
(Sepraphor TI) とBeckmanB-2 buffer (pH8.6)及




月札、て Beckmanmicrozone densitometer (model R-
112)で走査を行なったO
肝の糖新生を知る目的で， 3mM acetateと 0.2%牛
血清アノレプミ γを含むメジウム 3ml中で肝切片を60分









































(mTgG/g)I1(μFMFA /g〉。 1197 9.0 5.2 一
対照 I7 1414 53.0 9.9 478.3 18.3 
14 2331 20，7 5.3 392.3 25.5 
20 2492 29，6 5.3 567.5 21. 3 
町満11:1 
42.4 8.0 428.0 25.4 
4 814 54.3 10.2 456.9 29.1 
17，3 432.9 19.9 















































































































































































- 4 ー 食物学会誌・第34号
表 3 alanine (6mgjml)添加メジウム中での GT肥満マウスの
肝の incubation成績 (30分値〉
'~叩 I alanine ¥ gh;cose 伽 genlTG|mlFFA
マゥよ~I 坦 1 添 加|芯7Zi(μωI (mgjg) (μM/g)l J;iz〉
I (一) I O. 86 I 0 I 26. 5 I 8. 4 I 1. 4 
14 I (十) I 0 I 3793 I 26. 1 I 15.0 I 2.6 








0.81 278 25.8 8.7 1.5 
0.55 1628 41.8 10.2 4.8 
(13.4) I 
1. 31 1307 38.2 9.3 1.0 。 1982 60.3 10.6 1.3 
1I (16.9) I (3.3) 
0.67 173 66.8 7.8 0.3 
(十) 0.77 776 58.4 16.9 8.5 
(67.9)I (9.1)! 
(ー ) 1.33 429 32.3 10.0 1.4 
7.4 I (十) 0 2389 5.5 6.5 
GT肥満(1.74) I (7980) I (18.7) I (12.0) 
糖尿 I (一) I 0.21 I 846 I 24.9 7.9 
20 I (十) I 0.10 I 389.8 I 50.8 I 5.1 












:ふ週 ||(gu田lpugtca/okgse)|||〔mTgG/g〕|||(μFMFA /g〕 FFA release (μMjg) 
7 1.2 412.5 1.7 
(563.5) (36.1) 
対照 14 0.6 562.7 43.9 1.8 
20 13.6 1.2 
(0.7) I (590.3) (16.6) (1. 9) 
37.8 1.0 
(1.0) (576.6) (1. 3) 
GT肥満 14 o 223.4 49.7 4.3 
(1.1) I (456.9) 
20 
I 7 
GT肥満I14 I 0 678.2 I 41. 7 4.8 
I (0.2) 
糖尿 I20 I 0.5 719.0 I 21. 8 3.0 





















表 5 GT肥満マウスの副腎の incubationのさいの
corticosterone release (90分値)
て--.，---，λlJT千百円九戸
o I 147 I - I -
7 I 87I 60 I -
14 103I 159 I 163 
w I ~ I - [ ~ 
表6 GT肥満マウスの副腎をdbcAMP添加メジウム
中で incubateしたさいの corticosteronerelease 
(60分値)、ト¥l corticosterone release(μgjg) 
てぞl対 照| GT肥満 [GT肥満糖尿
dbcAMPI (一〉 ω!(ー) (十) [(一〉 ω
o I 32 山[- -[ 
7 1 25 142 1 26 119 1 一一
週 1-L一一一一一一|ー !一一一一一-
ll38ml 一了 50 219 























表 7 GT肥満マウスの血糖，血清 insulin及び
血清TG値の変動
¥マウス""，1 ~ I凱 1凋 l1 L(μU/Jml) i I4kL山町，山州)1血W清包J原Uり
3 。 13 26.8 19.9 
対照 I5 7 9 111.3 57.8 
5 14 14 88.0 26.8 
11 148.0 85.1 
吋日日| 25 82.8 109.6 19 221. 4 129.8 
町満l2lu 13 143.3 120.7 


















































- 6 ー 食物学会誌・第34号
表9 GT肥満マウスの血中成分濃度の週別比較
E自分画比率(%)
z pre-β β 
18.3 32.4 日|団 6 4.6 18.7 18.1 
22.5 242 28.2 111 I 61. 3 8.8 21. 9 7.9 
21.0 15 102 38.6 66 I 57.9 7.4 22.2 12.7 
11 25.0 32 114 一 124 40.3 28.9 18.8 12.1 
15 67 145 33.1 78 33.3 35.3 14.2 17.3 
22 32.4 56 58.6 4.6 18.7 18.1 
4 I 28.5 6 290 38.0 92 一
GT肥満 6 30.0 13 129 39.3 210 46.9 15.6 31.3 6.2 
11 40.0 37 158 336 
15 54.5 107 224 24.3 100 29.4 37.6 22.7 10.3 











N GT肥満マウスの血清中の糖， insulin， TG， 
corticosterone値及び血清リポ蛋自分画比率
(表9)
GTをマウスに投与して 4，6， 11， 15週後に血清






























































~~口|体重!血糖 I rgt~c..l:~ 



















































































































































































え ~f ， pyruvate carboxylase， PEP carboxykinase， 
FDPase， G6Paseを特異的に増加する作用があるりと
吉われている。従って，肥満マウスの体内では，少く





























































1) GT注射後14週の肥満マウスの肝では， glycogen 




2) GT肥満マウスの肝を invitroで incubateす
ると， 7， 14， 20週とも TGが増加し， FFAの増加は
明らかでないが， FF A releaseが特に14週の肥満及び
肥満糖尿マウスで増加した。
3) GTR巴満マウスの副宰脂の incubation実験では，
7， 14， 20週とも TGとFFAの増加傾向を示し，叉特
に14週と20週ではFFAreleaseが増加し，副宰脂での
TGの合成と分解が活発であることを示唆した。





5) GT肥満マウスの副腎を incubateすると， cor・
ticosteroneの releaseが14週では増加を，又20週で
は減少傾向を示したが， dbc AMP添加メジウム中で
































1) Mayer， J.; Human nutrition; its physiological， 
medical and social aspects. 291-294 (1972)， 
Charles C. Thomas， U.S・A.
2) 説田武，清水康代，清水久美子，津田千恵子，










6) Weber， G.， Lea， M.A.， Convery， H.J.H. & 




8) Blair， J.B.， Cimbala， M.A.， Foster， J.L. & 
Morgan， R.A.; J.B.C. 251， 3756-3762 (1976) 
9) Fain， J.N.， Scow， R.O. & Chernick， S.S.; 
J.B.C. 238，54-58 (1963) 
10) Triscari， J.， Stern， J.S.， Johnson， P.R. & 
Sullivan， A.C.; Metabolism 28， 183-189 (1979) 
11) 嶋津孝，公文明;臨床科学11，848-858 (1975) 
12) 近森一正，末広史恵，佐藤敬.西村典三，和泉英
彦，森博愛;日本内分泌学会誌55，342 (1979) 
13) 坂本美一，葛谷健，井上修二;日本内分泌学会
誌55，4.72 (1979) 
